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第 4 章では，第 3 章で提案した推定法においてパラメータとして用いる切欠き材の J 積分値の簡便評価
法を明らかにしている。
第 5 章から第 7 章では，第 2 章および第 3章で提案した推定法の各種形状不連続部への適用法を検討
し，本推定法の有効性を実証しているo まず第 5 章では実機にしばしば現れる V形および円弧切欠きに













第 12章では応力集中部から発生したき裂の，弾塑性領域における J 積分簡便評価式を導いている口








に限定された，小規模降伏状態における応力およびひずみの集中率 ， Koおよび Kε の推定法に関する部
分である。この場合には弾性の応力集中係数 Kt を用いて，それで規準化された応力およびひずみ集中
係数， Ko/Kt および Kê/Kt'と関する，平面応力および平面ひずみ状態に対する 2 種類のマスタカー
ブを， Kt on/Oy(On:切欠き底の公称応力， Oy: 切欠き底の降伏開始時の荷重方向最大応力)に対
し，構成式ごとに用意すれば，この領域における必要な応力集中に関する情報が十分な精度で推定でき




る。この場合には無次元化応力およびひずみ， omax/ Oy および εmax/εy( êy: 降伏ひずみ)に関す
るマスタカーブを，無次元J 積分値 J / J Yield (J Yield :切欠き底が降伏を開始するときの J 積分値)
に対して，構成式ごとに用意すれば，乙の領域における応力およびひずみに関する情報が精度よく求ま
ることを明らかにしている。 J 積分値については切欠きに関する弾性情報と構成式を用いて簡単に求ま
ることを示している。さらにこの領域に対する Neuber 則の拡張に成功している。
以上のほかに，切欠き底から発生したき裂の J 積分値の，全断面降伏状態を含む全弾塑性領域におけ
つd? ?A斗占
る簡便評価法の開発にも成功している。
以上のように本論文は，弾塑性領域における切欠き部の応力およびひずみの，合理的かつ簡便な推定
法を完成し，材料力学および、機械設計学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価
値あるものと認める。
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